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昨年の 初夏 のころの 混乱状態に くらべれ
ば,今年の郷土研究所周辺の有様は,の どけ
しの一語に尽 きる。しか し,実際には1号 館
改築その他の工事にともなって,杭打の騒音
に明け暮れる今日このごろである。今年の紀
要には力作8篇 を集めることができ,まずは
本来の面 目に近づ くようになったが,編集係
の不手際 もあって,年度内に発行でぎなか っ
たことをおわび申上げる次第である。
昨年は研究所に とって,喜 びの年でもあっ
たが悲 しみの時でもあった。前者は彙報にも
載せた所員近藤恒次氏の文学博士の学位受領
であって,一 同御慶び申上げる次第である。
今後ますます御成果を高めていただくことを
望んでやまない。後者は,こ れまでしばしば
研究 をよせられた所員 榊原淳一郎氏 の逝去
で,謹 んで哀悼の意を表したい。氏は本学旧
制法経学部を昭和27年卒業,30年大学院経済
研究科を修了されて,高 校奉職の傍考古学 ・
民俗学の研究を積んで多数の論文,随 筆をも
のされた。特に三河古文書の蒐集に努力して
その成果を発表されることを心がけて居 られ
たのに,不 幸志を果されず46才で他界された
たのは惜んで も余 りある痛恨事であった。
なお,新 所員に文学部社会学科の坂井達朗
講師を迎えた。本学助手か ら講師 となられた
有賀喜左衛門氏門下の逸材で,村落における
「家」の問題に取組んでおられるので,今後
の御活躍を期待 したい。
来る7,8月 にかけて,豊 橋市教育委員会
の要請にこたえて,中 部地方産業経済研究所
と協力 して開催される公開講座,「豊橋 地方
の産業と経済」に,郷 土研究所から近藤 ・川
越 ・千葉3所 員が参加する予定である。その
他の所員各位の活動も盛で,歌 川 ・近藤 ・久
曽神所員の監修および執筆にかかる 「豊橋市
史」 もいよいよ第1巻 が,原 始時代から中世
までを内容 として 刊行 された。 第2巻 には
近世,第3巻 で現代が 取扱われる 予定で,
他に史料篇3巻,全6冊 となるとのことであ
る。その他の所員各位の活躍分野 もますます
拡 りつつある。
今年の紀要収載論文をみると,方法論,宗
教史,藩 制史,農業史,文 学史,言 語学,近代
史資料など,広 汎な分野にわたった研究がみ
られ,所 員の探究 しつつある方向がますます
拡大進展しつつあると考えられる。本学施設
の拡充と相侯って大いに精彩を輝かせること
を期待してやまない。(C)
